
  

 

 

 1 / 2 

 

研究成果要約 
大気海洋研究所作成資料 

2024 年 3 月 4 日 

東京大学大気海洋研究所 

東京大学大学院総合文化研究科 

 

奄美群島喜界島の地下水は何と 5 種類 
――同位体による地下水動態の解明―― 

 

発表のポイント 

◆天然の放射性炭素を含む複数の同位体を用いて、奄美群島喜界島における地下水の起源につ

いて解析を行いました。 

◆その結果、喜界島の地下水水脈が 5 つのグループに分けられることを明らかにしました。 

◆本研究の成果は太平洋の熱帯域など小さな島々での持続的な地下水利用に取り組む上で重要

であり、放射性炭素を利用することで、これまで解明されていなかった地下水の動態につい

て重要な知見を与えることができる可能性が示されました。 

 

 

喜界島の航空写真 

 

概要 

大河川が存在しない島々では、地下水は極めて重要な水資源です。離島地域は特に気候変動

に対して脆弱であるとされており、温暖化が進行する現在、地下水の季節的および空間的な動

態を探ることが重要です。東京大学大気海洋研究所の横山教授、東京大学教養学部の辻野愛奈

氏（研究当時）らの研究グループは、奄美群島に属する喜界島の 15 地点から採水した地下水サ

ンプルの様々な化学分析（炭素 14：放射性炭素・14C、水素・酸素安定同位体、および硬度）を

ほぼ毎月、約 1 年間行いました。その結果、島の地下水の流れを明らかにし、島を一周するの

に車で 1 時間かかるかどうかというサイズの喜界島の地下水が、実は 5 つのグループに分かれ

ることを初めて明らかにしました。特に炭素 14 が地下水の動態を探るために非常に有効なト

レーサーであることが明らかになりました。本研究の成果は、喜界島のみならず、太平洋の熱

帯域など小さな島々での持続的な地下水利用に取り組む上で重要であり、炭素 14 を利用する

ことで、これまで解明されていなかった地下水の動態について重要な知見を与える可能性を提

示しました。 
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▼詳細は、プレスリリース掲載ページにてご確認ください。 

 

プレスリリース 

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2024/20240304.html 
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